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要 旨
ナショナリズムと形式合理的な諸種の権力機構を機軸として徹底されてきた近代化は,一国民国家
の枠組みを超えたグローバルな社会事象を現出させた。 このことは,後期近代の西欧国民社会全体を
支配するシミュラークル(実 在という準拠枠をもたない記号化されたコピー)が,グ ローバル化され
るに至った状況を示唆している。
本稿では,生産システムと支配原則の変動の見地から全生活領域へのシミュラークルの侵犯を問題
にするボー ドリヤールの議論に準拠しながら,今 日のグローバルなハイパー現実が瓦解の危機に陥る
ことなく再構築されてしまう条件について,コ ー ドの存在に着 目して考察 した。
キ ー ワー ド シ ミ ュラ ー ク ル ・グ ロー バ ル化 ・ハ イ パ ー現 実 ・コ ー ド
1.近代化 と価値法則
近代化 とは,素 朴 な ヒューマニズ ムあ るいは
ロマ ン主 義 に立脚 した ナシ ョナ リズム(Aber-
crombieetal.2000)の所産 た る国民 国家を舞
台 に,「形式合理性」 に特化 した諸制度(政 府 一
行政機構,軍 隊,警 察 およびその他の監視 ・訓
育装 置,法 規,資 本主義)が 彫琢 されて い く過
程 といえ る。現代 を 「高度近代(highmoder-
nity)」と呼 ぶA.ギ デ ンズ(Giddens1990)
は,近 代性(モ ダニテ ィ)の 徹底,つ ま り国民
国家を単位 とす る諸制度が西欧以外 の社会 に も
普遍化 してい く過程 と して近代化 を認識 してい
る。いっぽ うでJ.ボー ドリヤール(Baudrillard
1976)は,「価値法則」(価値を創 出す る実践 を
根 底 にお い て 規 定 す る生 産 シ ステ ム)の 変
容 の見地 か ら,近 代化 を 「シ ミュ レー シ ョン
(simulation)」に よる全 生活 領域 の不可 逆 的
な記号化 と して捉 えて いる。
本稿の 目的 は,近 代西欧 に端を発す る社会制
度(と くに資本主義 とその下で展開される工業,
政治的官僚機構)の 超国家的な拡大に随伴する
「シミュラークル(simulacra)」のグローバル
化が,い かなる深層の動因によるものなのかを
考察す ることにある。
ボー ドリヤールによると,前近代の 「自然的
価値法則」を経て形成 された等価交換の 「現実
原則」 と相即的な 「商品的価値法則」は,技術
革新 と近代的な労働市場,そ して彼が 「経済学」
と表現する生産至上主義的イデオロギーに特徴
付けられる近代特有のシステムである。「生産
形式は西欧では商品的価値法則の陳述,す なわ
ち経済学の全盛時代と一致する。」(Baudrillard
1976=1992:31)また商品的価値法則は,「使
用価値」や 「交換価値」といった測定可能な価
値の創出を規定 している。これら 「価値の座標
系」は結局,価 値法則の商品的段階の もとで行
われる 「物象化」された労働の性質一 「具体的
人間労働」や 「抽象的人間労働」一に制約され
たものなのである。
しかし生産システムは,さらなる近代化に伴っ
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て,他 な らぬ資本 自身の決定 によ り 「価値 の商
品法則 か ら構造 法則 へ と移 行 して しま った」
(Baudrillard1976=1992:12-3)ので あ り,
この時かつての システム と密接 に対応 していた
対抗原理た る 「革命」 も終焉を迎え るのである。
なぜな ら,「生産至上主義的資本主義 社会か ら,
絶対的管理 をめざすサイバネティックス的ネオー
資本主義の秩序 への変化」(Baudrillard1976=
1992:143)とも表現 され る,資 本主導 による
生産 システムの転換 が,も はや階級闘争 や革命
とい った被支配 階級 に とって共有価値で あった
合 目的性 を虚無 的な ものに して しまった か らで
あ る。
ボー ドリヤールのい う商 品的価値法則 か ら構
造的価値法則 への転換 を方 向付 けている条件 に
ついては,価 値 自体 が座標系 か ら記号的価値へ
移行 した経緯 か らも,20世紀 中葉以降の社会 の
大きな変化 に求 めるのが妥 当で あろう。 その分
水嶺 とは,生 存 を維持す るための単 なる生活手
段ではな く,理 想 とす る差異(表 象)を 誇示す
るための 「記号(signe)」としてモノが消費 さ
れ る記号 消費社会 の出現 ある。
後期近代 にお いてモノは,「デ ノテ ー シ ョン
(denotation)」と して の表層 的な使 用価値 や,
記号表現 ではな く,そ の深層 の意味(想 像 の領
域 における使 用価値 や,社 会 的地位や ライ フス
タイル)と して の 「コノテー シ ョン(conno-
tation)」を志 向 して消 費 され るよ うにな って
いる。「かた ちや技術 とにかかわ るコノテー ショ
ンが……モノの客観的な状態を危険にさらす……
コー ヒー挽 きの器械において……す でに客観 的
でな くな ってい るのは,コ ー ヒー豆 を挽 くとい
うその明確 な機能であ り,ま った く客観 的でな
く,し たが って非本質的なのは,コ ー ヒー挽 き
の器械が緑か長方形か,バ ラ色 か台形 か とい う
こ とで ある。」(Baudrillard1968=1980:8)
表層的な使用価値や首尾一貫 したデ ィテールか
らの解放は,あ らゆるモ ノに該 当する傾 向であ
る。例えば,ジ ェ ッ ト機の尾翼 を模 った自動車
のパ ーツは,人 を よ り早 く目的地 まで送 り届 け
るという一般的で物理的な使用価値 と親和 的で
あるとはいえな い。 む しろ現代 の消費者 が本 当
に欲 して いるの は,想 像の領域 におけるオー ト
マテ ィックな機能性 なので ある。 「この翼の か
た ちを した もの は,本 当のス ピー ドの しる しで
はな く,限 界のない最高のス ピー ドを意味 して
いる……翼 は,奇 跡 的な 自動性,恩 寵 を暗示 し
て いる。」(Baudrillard1968;1980:66)
また,よ り個別の意 味 と結合 した現代の モノ
にとって,か つての奢侈 品(高 級 自動車や高級
家具)の 統一 されたデ ィテールは もはや桎梏で
あ り,そ の記号表現 の体系 は 「脱構造化」 され
る。 「材料 とかた ちの或 る首尾一貫性 ……必然
的な もろもろの関係 の集合 が こわされて,か た
ち ・色 ・付属 品の差 異の動 きが生ず る。 スタイ
ルの あとに組合 せが来 る…… ここで は脱構造化
の様 相 を示 す 。」(Baudrillard1968=1980:
182)
社会的な属性 におけ る他者 との差異化 は,所
有す るモ ノに表 象 した記号 的価値を顕示 し,そ
れを証拠立 て ることによ って充足 され得 るとい
う大衆の間で一般化 した意識 が,記 号消費社会
の駆動源 となっている。 こうした意識 の変化 は,
他者 との差異化 を保証 するモノの需要 に応え る
必要性を資本 に余儀 な くす る。 モノを生活手段
で はな く記号 として合理 的に生産す るべ く,資
本 自らが採用 したのが構造 的価値法則なのであ
る。それは,記 号 的価値 の付与 を左右す る記号
表現間の置換 と組 み合 わせの法則,つ ま りモ ノ
を構成す る諸項 の 「全面 的相対性の段階,全 般
的 置 換 ・組 み 合 わ せ 」(Baudrillard1976=
1992:25)のシステムであ る。 そ して構造的価
値法則は,ボ ー ドリヤール(Baudrillard1976)
が第二段階の シ ミュラー クル(規 格化 された記
号表現 に特徴付 けられ る大量生産 されたコピー)
の 「起源」 と呼ぶ古 典的 な機械 ではな く,「サ
イバネティ ックス」を技術的な基盤 として いる。
こう した近代化の新局面(生 産 中心主義社会
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の飽和を契機 とす る記号 消費社会の 出現)に 伴
う価値法則 の移行 が,そ れと対応関係 にある社
会 の支配原則 を変容 させた。商品的価値法則 と
合致 して いたのが現 実原則 な らば,現 代の構造
的価値法則 に照応す るもの こそがシミュレー ショ
ンであ る。 「今 や シ ミュレー シ ョン原則 が,古
い現実原則 に代 わ ってわれわれ を支配 す る。」
(Baudrillard1976=1992:14)
シ ミュ レー シ ョ ン(模 擬)の 本 来 の意 味
は,「ない こ とを あるよ うに見せか け ること」
(Baudrillard1981-1984:4)とい う効果 を最
大化するために,あ る対象の特徴 を実 際に模倣
す ることであ るが,構 造的価値法則 とい う記号
生産のシステム と結 びつ く場合,「オペ レー ショ
ナルなシ ミュ レーシ ョン」(Baudrillard1976=
1992:25;169)と呼ぶべき ものとなる。
それは高度な情報通信技術を背景 に,抽 出 し
た周辺的差 異の 「あ らゆる組み合わせ 自在 な数
値 的操 作」(Baudrillard1981=1984:2)をつ
う じて実在(「指示 対象(r馭駻ent)」としての
オ リジナル)を 模倣 した 「シ ミュ レー シ ョン ・
モデル」,す なわち 「あ らゆ る形態 を差異 の変
調 に したが って産 みだすモデル」(Baudrillard
1976=1992:133)を創 出す る戦 略で ある。 シ
ミュレー シ ョン ・モデル とは,現 実 とは無関係
な実 在の模擬 物で あ り,「モー ドの差異 化 され
た領域 を支配 す る原型 」(Baudrillard1976=
1992:222)として機能す る,あ たか も 「実在
その もの と類似 した幻覚」(Baudrillard1981=
1984:33)と呼べ るものであ る。
ボー ドリヤール(Baudrillard1976)は,シ
ミュレー シ ョンによって無際限に産 出される記
号 を第三段 階の シ ミュラー クル と呼ぶ。 それは
「命 令のモデ ル…… それを基 に して無限 に くり
返 し実在 は複製 され得 る」(Baudrillard1981=
1984:2)とい う段 階の記号 であ り,本 物 らし
さを強調 した説得力 のあるコピー ともいえ る。
シ ミュレー シ ョンによって対象化 された現代
におけるシ ミュラークルの特徴 は,そ れが実在
とはい っさい対応 していない(実 在 を前提 と し
ない)純 粋 に記号化 された コピーで ある点や,
シ ミュレー シ ョンの 「二極構造」 ない し 「二重
化」構 造 一モデル とその忠実 な コピーの体系 一
の もとで無 際限 に増殖 され る点 にある。 シ ミュ
レー シ ョンの二極構造 は,モ デルが常 に実在 に
先行す るということ,つ まり,す べての記号 が
モデルか ら産 出され ることを意味 してい る。 ま
たシ ミュラー クル は,シ ミュレー ションを 「モ
デルの回帰軌 道」(Baudrillard1981=1984:3)
に乗せ ることで,換 言すれ ば,シ ミュレー シ ョ
ン ・モデル をその内部 で自己準拠 的 に置換 させ
る戦略 の もとで不断 に再編 されて い く。
2.シ ミ ュ レー シ ョン の 全 域 化
ボー ドリヤールによ ると,記 号消費社会化 に
伴 う構造的価値法則下 でのシ ミュ レー ションは,
現代 では消費 を超えて全生活領域(貨 幣,労 働,
政治,芸 術,余 暇)を 侵犯するよ うにな ってお
り,多 元的な シ ミュラー クルが社会全体 を覆 い
尽 くしてい ると指摘す る。生産 システムの転換
によ って,「い たる ところで シ ミュレー シ ョン
の時代が開かれ る。 いた るところで同 じような
「シ ミュラー クル の生成」 がみ られ る」(Baud-
rillard1976=1992:29)o
貨 幣 の場合,電 子 空間 を浮動 す る貨 幣 記号
(電子情報 とい うかた ちを とる シ ミュ レー シ ョ
ン ・モデル)は,実 体経済に準拠するこ とな く,
それ 自体が実質合理 的な条件か ら独立 したメ ッ
セ ー ジ,す な わ ち 「象 徴 的通 標(symbolic
tokens)」(Giddens)として不 断の 投機 的取
引のなか で増 殖 して い くQ「貨 幣記号 は,生 産
の現実 や金本位制 に準拠す ることな く,無 際限
の投機 に飛び込 むことがで きる。」(Baudrillard
1976=1992:26)シミュラークルな貨幣記号 は,
その指示対 象 としての実体経済 に準拠 した国民
貨幣を圧倒 す る速度で流通 してい く。 労働の場
合,そ れは もはや記号消費の加速 を背景 に設定
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された多様 な職業 モデルに,労 働者を一元的 に
配 置 してい くことで無 際限にコ ピー された もの
で しか ない。「労働 は今 日では もう能産 的で は
な く,労 働 への割当てを再生産す るもの にな っ
て いる。」(Baudrillard1976=1992:35)政治
の場合,シ ミュレー ションが顕著 とな るの は議
会制 民主主 義 にもとつ く近代国家の根幹た る選
挙制度 であ る。 実際の投票結果(数 値化 された
すべての世論)は,世 論調査 による投票結果の
予測(世 論 の シ ミュレー ション ・モデル)を 確
認 す るだけの存在(シ ミュラークル)と な る。
「世論調 査 の本 質は,そ れが 自分 自身 の姿 をた
えず二重化 す るということだ…… あ らゆる世論
が(世 論調 査 とい う)一 般 的等 価物 の なか に
吸 い こまれ て,再 び世論 を産 み 出す」(Baud-
rillard1976=1992:156)。芸術 の場合,ボ ー
ドリヤールが シ ミュレー ションとして言及す る
の は,ポ ップ ・アー トや フォ ト・リア リズムに
代 表 され る作品の写真への全面的準拠で ある。
「ポス トモ ダニ ズ ム(postmodernism)」の
「芸術は無 限の再生産 〔e複製 〕の段階 に入 る」
(Baudrillard1976=1992:179)のであ り,い っ
さいが実在 ではな く,そ の コピーである写真か
ら生み出 され る。 シ ミュレー ション段階 の芸術
は,複 製技術(石 版 印刷,写 真技法,映 画)が
開花 した近代 の芸術 にお ける表象作用(実 在 の
メデ ィアへ の反映)を 終焉 させた。余暇の場合,
シ ミュ レー ションは大人の記憶 内に実在す る世
界(幼 少期 に感化 された風景,メ デ ィアに登場
した人物 や乗 り物)を 抽出 し誇張 したフィクショ
ン(西 部劇 の街並 み,海 賊船,ミ ッキーマウス
等)の 設定 に集約 される。 したが って,こ こで
のシ ミュラークル とは,そ れ らを ミニチ ュアの
ご と く再現 した 「ガ ジェッ ト」(多 様な ア トラ
ク シ ョン)か ら成 るデ ィズニー ラ ン ドで あ る
(Baudrillard1981)o
以上 のよ うに,「現 在では,政 治 的,社 会的,
歴史 的,経:済的等 々の 日常的現実のすべてが,
ハ イパ ー リア リズムの領域 にすべて組み込 まれ
て しま った」(Baudrillard1976=1992二176)
のであ り,実 在 とい う準拠枠 をもたない シ ミュ
ラー クルの氾濫によ って,社 会 は一様 に 「ハイ
パー現実(hyper-reality)」(第三段階の シ ミュ
ラー クルか ら成 る現実 よ りもリアルな記号化 さ
れた世界)へ と変貌 して しまって いる。 そ して
ボー ドリヤールによ ると,全 生活領域 にお ける
シ ミュレー ションは先述 した二極構造 に従 って,
もはや実在 とは無関係 に同語反復的にシミュラー
クルを増殖 し続 け,ハ イパ ー現実を再構 築 して
いる。 まさに 「システムの戦略全体が……浮動
す る諸価値のハイパー現実 にか らめとられて」
(Baudrillard1976=1992:16)しまい,し か
もこの事態が後期近代 の西欧社会では所与 となっ
て いるのであ る。
一連の西欧社会 における全面的記号化が グロー
バル に及ぶ背景を問題 にす る場合,ま ず,20世
紀の 中葉 まで に様々な地域 に西欧発の経済的,
政治的,軍 事的制度を普及 させ た近代性 の徹底
化 の波が,実 は20世紀 の後半 に入 ってか らもう
一度,新 たな制度機構 の惹起 とともに世 界 に波
及 して いった とい う視座 に立つ必要があ る(つ
ま り,ギ デ ンズの掲げ る四つ のグローバル な制
度機構の理論的枠組は,厳 密 にみれ ば必ず しも
今現在 の社会状況を精緻 に反映 して いるという
わけではな い)。と くに新 し くグローバ ル化 さ
れ たのは,サ イバネテ ィックス(コ ンピュータ
とオー トメー シ ョン)を 機軸 とす る工業形態,
またこれ と密接 に結合 したボー ドリヤール のい
う記号生産 に関わ るネオ=資 本主義(労 働力 に
よる価値増殖が鍵 とな る 「製鉄業(メ タルユ ノ
レジー)」で はな く,記 号化の論理が支配 的な
「記号製造業(セ ミユノ レジー)」が,資 本 の主
要 成長戦略 とな るような生産 システム),そ し
てかつての 自由主義やケイ ンズ主義 に代 わる新
自由主義 に立脚 した政府 一行政機構(新 しい中
央集権 的 「監視」装置)で あ る。 この 「第二 の
近代性 の徹底」 とも呼べ る事態は,西 欧 国民社
会全体をハイパー現実へと変貌 させているシ ミュ
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レー ションもまた,現 代 においてはグローバル
に及 んでいる ことを示 唆 している。なぜ な ら記
号化の戦略 としてのシ ミュレー ションは,ネ オ=
資本主義 の普遍化 とい う意味 での 「世界資本主
義(worldcapitalism)」(Giddens)あるいは
「多国籍 資本主義(multinationalcapitalism)」
(Jameson),そして多 国籍資 本 と共 通 のイ デ
オ ロギーで結 ばれた各国の官僚制政治機構 の も
とで再帰的に実 践 され るか らであ る。
3.シ ミ ュ ラ ー ク ル の
グ ロー バ ル 化 と コ ー ド
表層的には シ ミュレー ション(お よび シミュ
ラー クル)は,そ の戦 略を内包す る社会 的諸制
度 の グローバ ル化 の条件 で ある 「脱 埋 め込 み
(disembedding)」,あるいは 「再帰性(reflex-
ivity)」の もつ世 界的規模で及ぶ社会 のダイナ
ミズム とい う特 性(Giddens1990)に従 って
普遍化 された といえ る。
しか し,本 稿で提起 したい シ ミュラー クルの
普遍化の深層の要因,す なわ ちグローバル性 は
「コー ド」 で ある。 コー ドとは シ ミュ レー シ ョ
ン自体 を管理す る,モ デルの準拠枠 としての記
号 内容(逆 にモデル はコー ドの準拠枠 としての
記号表現)で ある。
資本 によって予測 されたコー ドは,シ ミュラー
クルに常 に組 み込 まれて いるので あ り,そ の無
意識 の解読 をつ うじて個人 による眼前の記号 に
対す る意味付与,す なわち「意味作用(signifi-
cation)」を密か に方 向づ ける一 種の 「ラング
(langue)」の ごとき社 会的制 度で あ る。 それ
はボー ドリヤールに とって,今 日のいっさいの
記号を構成す る 「意 味す る もの 〔記号表現〕 と
意味 される もの 〔記号 内容〕 …… とい う弁証法
的関係 にあ った ものを,す べて短絡 して しまう」
(Baudrillard1976-1992:153)存在 な ので あ
る。
したが って,シ ミュラー クルを前 に した主体
的な実践 と して疑 いよ うのない個 々人 の意 味作
用 は,実 際の ところ,コ ー ド化 された記号 内容
の解読 に依存 してい るのである。
つ ま りコー ドは,グ ローバル資本 と政府 一行
政機構の思惑に依拠 しているはず のシ ミュラー
クルを,消 費者あ るいは労働者,有 権者 に とっ
て は,あ らゆ る主体的な意 味付与 に従 って,望
みうる結果の導出や欲望の充 足を保証 して くれ
るよ うな 自由に操作可能な記号 として甘 受 させ
るイデオ ロギー的な機能なのであ る。
今 日,シ ミュ レー シ ョンの全域化 を支 配す る
コー ドは,知 識の能動的な獲 得をつ うじて 「自
分た ちを取 り巻 く世界を定義 し直 しなが ら,自
らの生活を築 き上げ ようと……政府 あるいは科
学界 が提示す る真理の主張に挑戦 して……権力
的な諸 制度 を批判 しよ うとす る」(Cohenand
Kennedy2000=2003:61)個人 的性 質 で もあ
る再帰性 を圧倒す る影響力を もち,し か も人 々
によるこの主体的な 自己反省性を阻害 して いる
のではないか とさえ考え られ る。
今後 の課題 は,第 三段階の シ ミュラー クル の
グローバ ルな氾濫 を方向づ けて いるシ ミュ レー
ションと 「現代 の戦略的 モデル…… いた る とこ
ろで,か つては一大イデオロギー的モデルで あっ
た経済学 にとってかわろうとしている」(Baud-
rillard1976-1992:141)コー ドの背 景 に あ る
社会 関係 や,そ の内部 で共有 され ているイデオ
ロギーを明白にす ることであ る。
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